
特定非営利活動法人手賀沼トラスト 

２０２０年度 特定非営利活動に係る事業報告書 

１ 事業の成果 

◆里山保全部門 

＊管理場所グループ 

毎月第一、第三日曜日午前中に定例活動を行い、以下のように里山とその周辺の保全に努めました。 

3 月は新型コロナウィルスの影響で定例活動を休止しました。 

・根戸城址  農教室カリキュラムとして落葉の堆肥化。巡視。落下した枯れ枝を拾い集積。集積枝 

             を結束し市の回収へ出す。一部は無煙炭化器で焼却、できた炭を圃場に散布。倒木の処理。竹

の切り倒し枝払い。落ち葉の掃除、道具、機器の管理等場内の管理。 

・ミカン山  カイガラムシの防除。剪定。除草。堆肥作り。施肥。樹木伐採。栗拾い。収穫したミカンはイ

ベントで活用。オーナー制続行。 

・ハス田   畦と水中の除草。施肥。切り花募金。農教室カリキュラムとして枯れ茎の刈り取り除去。 

・田んぼ   手取り雑草除去。ロータリー掛け。畦の除草。水の管理。ポンプの管理。 

       かさ上げ工事に伴うハザ倉庫の解体・ポンプの移動。 

・その他   宮前水神様の清掃。船戸沼圃場の排水工事。第 2 駐車場の整備・管理。 

 ＊個別活動グループ 

 １．里山農教室部会 

・日直リーダー制・3 年次生以上（スタッフ）の作物担当制が定着しました。 

・定時までにほとんどの作業を終えることができました。 

 ・里山農教室の開講は平均月 3回、臨時開催もふくめて年間 27 回でした。 

・受講者は年度当初で大人部会 77 名、子ども部会 18 家族でした。 

２．特別コース部会 

・今年度は、9 名の会員が参加し、各自 10 ㎡の圃場で作付け計画をたて、有機栽培を行い、11 月 

に各自の結果発表が行われました。 

遠藤先生のアドバイスをいただきながら有機栽培の技能を高めることができました。 

・6 月には、茨城大学農学部国際農学フィールドセンターを訪問しバス研修会を行いました。農教室のメンバ

ーを含め 35 名が参加し、手賀沼トラストの顧問を務める小松崎教授、研修生、山岸さんから有機栽培に関

する大変有意義な話を聞くことができました。 

・今年度、有機栽培指導者２名が決定し、認定書が授与されました。 

・11 月には、共通課題作物の里芋の品評会が行われました。 

３．ハーブ部会 

・ルッコラ、パクチー、カモミールや、ローズマリー、ニンニク等、ここ数年では、レモングラス、フェンネ

ル等、代表的なハーブを育てています。なお、2020 年度も新たなハーブを育てる予定です。 

・イベントで、ニンニク、レモングラス葉、ハーブ苗、ハーブソルト、ハーブリースを販売しました。 

４．竹教室部会 

 ・令和元年の竹教室は、第三期受講者の二年目で、最終課題の「筏底盛籠」の籤づくりと編み上げ作業  を

行い卒業となりました。   

 ５．養蜂部会 

・アカリンダニの被害にあい、越冬群は 4 群でした。 

・リーダー制を導入し、各箱の担当者を決め、全員で蜂の面倒をみることができました。 
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・蜜蝋クリーム・蜂蜜を会員に販売しました。 

・蜂箱の周りの美化・清掃を年間をとおして行いました。 

 

 ６．子ども部会 

 ・１年目を 18 世帯（3 月現在）で実施しました。里山農教室のメンバーと共にスケジュールに沿 

 って活動しました。また、農教室以外でもひまわりの種取り作業など子どもも活動可能な作業 

 に参加しました。第 2 郭での子ども広場作りに着手しました。 

 ・修了式ではトラスト生き物マップの発表をしました。 

  

◆遊休農地活用部門 

＊遊休農地対応グループ 

１．船戸圃場 

 ＜ひまわり栽培とイベント＞ 

・ひまわり栽培は、鳥害およびネキリ虫被害による欠株が例年より多く、そのための補植作業に多くの時間を費

やしましたが、ひまわりはその後順調に生育しました。 

・イベント「ひまわり迷路とクイズに挑戦！」は７月に４日間開催しました。 

イベント初日の開花状況はごく一部で、最終日の７月２８日でも開花は６割程度。来場者の方から「満開は何

時頃？」との質問もあり、期間中のひまわりは少し寂しい状態でしたが、５４０名（大人２９４名、子供２４

６名）の来場者があり、迷路とクイズを楽しんで頂きました。 

なお、満開になったのは７月３１日からでした。 

イベントでの「手賀沼花火大会募金」では多くの来場者から寄付があり合計１９，２０６円でした。 

・ひまわり油作りは８月２９日に種を取り、乾燥させた種１４６kg から３５kg の油が採れて、１００cc 瓶３９

１本得ました。採れた油は、景観作物栽培作業等の現物支給対象作業に携わった会員の方々に作業時間数に応

じた本数を進呈し、残数を会員に販売しました。 

＜菜の花栽培とイベント＞ 

・菜の花栽培は、播種予定の１０月に雨天日が多く播種できず、１０日以上遅い１１月２日の播種となり、その

後追肥、条間の中耕、圃場周囲の除草などの作業を行いました。イベント期間中の菜の花は満開でしたが、草

丈が低く株が少し小さく条間に空間がある状態でした。 

・イベント「菜の花畑散策と頭の体操」は３月に４日間開催しましたが、今回は世界的に広まってきた新型コロ

ナウイルス感染予防のため運営方法を見直しました。具体的には①なぞなぞ問題の回答用紙は無くして自由

に入場する。②なぞなぞ問題の回答は、出口の回答用紙を見て来場者自身が行う。③イベントスタッフは来場

者人数の把握を行う。等で来場者とイベントスタッフの濃厚接触を避け、併せてイベントスタッフの人員を縮

小しました。 

・イベントの来場者は７３０名（大人５０５名、子供２２５名）で前年より９７名多い人数でした。 

イベント期間中は風の強い時が多かったのですが、気温が高かったので寒さを感じずに済みました。また急遽

「コカリナ演奏」が初日から３日目まであり、音楽に合わせてダンスする子供やコカリナの音色に立ち止まり

聞き入る大人など、とても良い雰囲気でした。 

２．三角田圃 

 ＜ひまわり栽培＞ 

・４月１０日からひまわり栽培の準備のため、菜の花の刈取、除草、ロータリー耕及び肥料散布を行ったが、天

候が悪くロータリー耕運を行っても土壌が団子状となっていた。 

・５月１５日に播種機による播種を行ったが、５月２９日出芽がまばらなため、６月４日に再播種を行った。 
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・６月２６日時点では、北側部分が成長悪く苗もまばらであったが、南側もまばらではあるが北側に比べて成長

が良かった。 

・７月１８日時点では、大きく花開いたのは南側部分で数える程で、その他は花も小さく成長が悪かった。その

ため、ひまわり油を獲ることも出来なかった。大変残念な結末であった。 

３．宮前沼圃場 

・発酵鶏糞肥料を散布、トラクター耕耘を実施した後、5 月中旬にヒマワリの種を播種機で種まき。生育が良く

ないため、3 週間後に管理機を使って１ｍ幅の畝を作り、排水を改善して再度播種機で畝の両側に追いまきを

して人力で土をかぶせる作業を実施しましたが、ヒマワリはポツポツとしか咲きませんでした。低地で水はけ

が悪く、４年間続けてもなかなか立派な花を咲かせることが出来ず、今年もう１回再チャレンジしてヒマワリ

を何としても咲かせたい。それでも咲かないなら次年度から水はけが悪くても咲く花に方向転換する予定。 

・１０月に再度発酵鶏糞肥料を散布・耕耘後、レーキで土を掘り起こしてその上に菜の花の種を手蒔きし、土を

かぶせる作業を実施。１月に有機化成肥料を追肥したが、秋の長雨の影響で今年はヒマワリ同様ポツポツ菜

の花畑となりました。前年は素晴らしい菜の花畑が出来たので、雨さえ少なければ何とかなる。また今年も

めげずに蒔きます！ 

４．宮前アート圃場 

・コスモス栽培（4 月～7 月） 

アート圃場東側に、矮性コスモスを赤、黄、オレンジの３色を X 形に配置し、4/19 に播種。 

アート圃場西側には、ひまわりを３つのサークル状に 5/20、播種しました。 

しかし、４月下旬から続く天候不順による圃場の過湿のため発芽率が大変悪く、予定していた図案にはなりま

せんでした。 

わずかに発芽、成長したコスモスは雑草に負けそうだったため、臨時農教室で除草作業をしました。 

ひまわりはその後、完全に雑草に埋没したため、みどりのサークルと化しました。 

・菜の花栽培（9 月～3月） 

黄色に咲く菜の花、「京都寒咲き」と紫色に咲く「ムラサキ花菜」の 2 色を使って、蜂と蝶々の図柄に播種し

ました。 

先に播いた「ムラサキ花菜」は予定通りきれいに発芽したのですが、千葉県にも大打撃を与えた台風 15 号、

19 号、21 号の影響による大雨で、圃場が完全に水没し、壊滅状態になりました。 

その後、しばらく圃場に入ることすら出来ない状態でしたが、11/15 に残っていた「京都寒咲き」を再播種し

ましたが、発芽しませんでした。 

翌年 3 月、アート圃場は皮肉にも雑草がきれいに生えそろっていたため、ミニ耕うん機と白線引きと、モアを

使って騙し絵的な図柄を描きました。 

しかし、斜め上からしか見られないため、ミステリーサークル的な図柄になってしまいました。 

 

・船戸圃場と三角田圃および宮前沼圃場・宮前アート圃場の景観作物栽培は我孫子市の「手賀沼沿い農地活用補

助金制度」の申請を行い実施しました。 

５．宮前田圃 

・稲刈りを早くしたおかげか、食味の良い米がとれました。ただ、カメムシの被害にあい、2 等米となってしま

いました。 

・収量は 130 袋（3900 ㎏）でした。（販売は 26 袋。）1 昨年 140 袋、昨年 120 袋。 

・除草剤を使うだけの低農薬で栽培しました。 

６．遊農チーム（GMT65） 

・農機を扱うことのできる人員が増えました。 
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・登録人数は 60 人超で、たくさんの方が作業に参加してくれました。トラスト会員以外の人も参加してくれて

います。 

・米の現物支給は例年通り潤沢に支給できましたが、ヒマワリ油があまり配れませんでした。 

 

＊新規就農者支援グループ 

・新規就農希望者があらわれませんでした。 

 

◆事務局部門 

＊交流事業グループ 

当グループは、会員相互、並びに一般市民との交流を図る目的で各種イベントを開催するとともに情報交

換・情報の共有化を図る活動を展開しました。田植えから稲刈りまでの冬水田圃でのイベントは、手賀沼流

域フォーラムの助成をうけました。 

・５月の田植えと早苗饗には、メルマガ会員の参加も多く、２４１名の人たちが参加しました。家族連れの参

加も目立ち、泥だらけになって遊ぶ子供たちの歓声が田んぼに響きました。早苗饗として田圃で無料でトン

汁、お赤飯が振る舞われました。 

・7月～8月にかけては「かかし祭り」が行われました。外部参加者のかかしも含め、たくさんの案山子が並

び、９３名が参加したかかし祭りのコンテストでは熱戦が繰り広げられました。 

・11月のそば祭りは１１４名の参加者でした。今年も美味しいソバがふるまわれました。 

・12月の餅つき大会は、１４７名が参加し、賑やかに1年の活動の締めを飾りました。 

・2月にはトラストサロンとして、小松崎先生講演会「保全しながら生産する、新たな道」が行われ、今後の農

業のあり方について学びました。 

・他団体との連携では、９月に我孫子市民のチカラまつり、２月に我孫子市消費生活展に出展し、当会の活動

のＰＲを行いました。 

＊事務局グループ 

    会議運営・記録、会報発行、ＨＰの運営、名簿管理、会計業務（年度予算、月次決算、現金出納業務等）、機械

管理等の基礎業務をこなしました。 

   ・ＨＰ担当者の努力で、整備された各部会のメーリングリストが有効に機能しました。 

・会計担当者、会計実務者の力で会計実務がスムースかつ適切に行われました。 

・市農政課との緊密な連絡、交流をおこないました。特に今年度は、農機の修理などに市の「手賀沼沿い農用地

等活用事業補助金」制度を活用し、多額の補助金を支給してもらいました。 

・花王㈱の「あ・し・た野菜倶楽部」事業に参加しました。 

・花王㈱と花王ハートポケット倶楽部からそれぞれ 20 万円の寄付金をいただき、無煙炭化器とハンマーナイフ

モアを購入しました。無煙炭化器は城址の整備に大きな力を発揮しました。 

・加太顧問、國方顧問のお二人があいついでお亡くなりになりました。謹んで哀悼の意を捧げます。 

 

◆総括報告 

  ・年度末の正会員数は 172 名（前年度 158 名）、賛助会員 2 名、顧問 1 名、協力会員（地権者）10 名、協力会員

（我孫子市民）57 名、あわせて 242 名（前年度 229 名）の会員となりました。メルマガ会員は 140 名（前年度

92 名）に増加しました。 

  ・年度末には新型コロナウィルスのため、定例活動や里山農教室の活動が大きな影響を受けました。発熱者の参

加自粛、マスク着用、参加人員の削減などの措置を講じるとともに、不要・不急の活動を自粛しました。 
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２ 事業の実施に関する事項 

 

事 業 内 容 実施日時 実施場所 従業者の人数
受益対象者の範囲

及び人数

 管理場所グループ 根戸城址部会（定例活動）
 ・根戸城址通り清掃 根戸城址通り
 ・樹林地管理 根戸城址
花ハス部会 定例活動日、随時 ハス田 2名 会員（20名）
ミカン山部会 定例活動日、随時 ミカン山 2名 会員（20名）
冬水田圃部会 4月～10月 根戸新田 14名 会員・一般（180名）
ソバ栽培部会 8月～11月 根戸新田 14名 会員（60名）

 個別活動グループ 養蜂部会 毎月第2土曜日、随時 根戸新田 2名 会員（20名）

竹教室 毎月第4木曜日 根戸新田 2名 会員（5名）

里山農教室部会 毎月３回　土曜日 根戸新田 14名 会員（80名）
農教室特別コース部会 通年 根戸新田 2名 会員（10名）
ハーブ部会 通年 根戸新田 2名 会員（11名）

 遊休農地対応グループ ひまわり栽培 5月～7月 根戸新田 72名 会員（72名）
ひまわりｲﾍﾞﾝﾝﾄ
（迷路とｸｲｽﾞに挑戦）

7月25～28日 根戸新田 74名 会員・一般（540名）

ひまわり種採取 8月29日 日暮会場 37名 会員（30名）
菜の花栽培 10月～3月 根戸新田 21名 会員（69名）
菜の花ｲﾍﾞﾝﾄ
（菜の花畑散策と頭の体操）

3月19～22日 根戸新田 36名 会員・一般（730名）

ひまわり栽培 5月～7月 三角田圃 67名 会員（36名）
ひまわり栽培 5月～7月 宮前沼圃場 35名 会員（67名）
菜の花栽培 10月～3月 宮前沼圃場 37名 会員（35名）
水稲栽培 3月～9月 宮前田圃 30名 会員（30名）

 新規就農者支援グループ 新規就農者支援 4月～3月 根戸新田 2名 会員（1名）

 交流グループ 田植え・早苗饗 5月18日 根戸新田 14名 会員・一般（241名）
かかし祭り（制作） 7月6日 日暮会場 10名 会員・一般（61名）
かかし祭り（コンテスト） 8月17日 根戸新田 15名 会員・一般（93名）
市民のチカラ祭り 9月14日、15日 けやきプラザ 9名 会員・一般（多数）
稲刈り 9月7日 日暮会場 30名 会員・一般（173名）
そば祭り 11月16日 日暮会場 30名 会員・一般（114名）
餅つき大会 12月14日 日暮会場 15名 会員・一般（147名）
講演会（小松崎先生） 2月5日 けやきプラザ 5名 会員・一般（30名）
消費生活展 2月1日、2日 市民ホール 5名 会員・一般（多数）

 事務局グループ 安全管理委員会 4月28日 けやきプラザ 2名 会員（10名）
定例理事会（10回開催） 毎月、最終日曜日 けやきプラザ 2名 会員（10名）
通常総会 6月2日 けやきプラザ 5名 会員（121名）
あ・し・た野菜倶楽部支援 4月～12月 日暮会場 5名 一般（30名）
会報編集・校正・発送 毎月1日発行 会員自宅ほか 3名 会員・一般（200名）
ホームページ運用・管理 通年 会員自宅ほか 3名 会員・不特定多数
フェイスブック運用・管理 通年 会員自宅ほか 2名 会員・不特定多数

事
務
局
部
門

里
山
保
全
部
門

事 業 名

4名 会員（30名）毎月第1、3日曜日

遊
休
農
地
活
用
部
門
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特定非営利活動法人手賀沼トラスト

1.
155名
2名
23名

2.

3.

内訳：土地賃借料418,000円、電気料金58,000円、
　   　 景観・イベント（菜の花366,000円、ひまわり549,000円）、
　　 　 ハンマーナイフモア購入補助260,000円、修繕費15,000円
        （内、未収金842,000円）

4. 　

農教室28名、特別コース2名
農教室94名、特別コース9名
販売：農作物76,980円、養蜂118,800円、ハーブ10,700円、ボカシ肥22,300円、
　　　　バス見学会35名17,500円他
販売：遊農米199,490円、ひまわり油49,470円
参加費：そば祭94名47,000円、餅つき大会107名53,500円、

5.

ちば東葛農協
「あ・し・た」野菜づくりクラブ栽培指導
販売:細長田圃産米16,000円、甘夏（原さん）11,400円他

1.

部会活動費40,000円、イベント弁当代58,921円他

栽培用地の使用料

軽トラ・トラクターの使用料
トラクター修理（CX-1705）
無煙炭化器、刈払い機3台他
農教室テキスト
農機具等借用料
田圃電気代他（内、市補助金58,000円）

ガソリン・軽油等
ひまわり油搾油・ビン代金69,870円他
バス見学会16,327円他
イベント食材

ひまわりイベントプレゼント券130枚、のぼり旗20部、農教室募集ビラ2,000部他
管理機1台、ハンマーナイフモア3台、コンバイン1台
「あ・し・た」野菜づくりクラブ諸費用

2.

会報印刷代他
駐車場使用料他

会報・総会案内送料他

書籍
HPサーバ更新料他

損害賠償保険、特定農機具傷害保険（ＪＡ）

 

土地入園料 403,820

管理費

2,761,576

事業費計 2,893,938

種苗費
肥料費

受取利息 110
出資配当金 4,019

（2）その他経費

139,483

旅費交通費
87,366

4,160
2,400

諸会費 3,150

3,510

135,295
34,927

728,060

管理費計 258,974

次期繰越正味財産額

2,853

6,700印刷製本費

人件費計

賃借料
22,662
32,300

印刷製本費

0

46,777

水道光熱費

受託事業費 437,904

6,936,687

3,152,912
当期正味財産増減額 1,207,509

前期繰越正味財産額 5,729,178

経常費用計

その他経費計 258,974 258,974
保険料 35,057

広報活動費

通信運搬費 58,182

消耗品費 50,283

9,883
新聞図書費 1,844

租税公課
会議費

交際費 36,200

支払手数料

管理場所Ｇ事業収益 25,460

個別活動事業収益（受講料）

消耗品費 177,384

雑収益 66,215

修繕費

燃料費

農業資材消耗品費

人件費計

81,036

福利厚生費

賃借料 20,000

車両料 78,000

（1）人件費

その他収益

Ⅱ 経常費用

29,200

個別活動事業収益 254,060

遊休農地対応Ｇ事業収益 248,960
交流事業G事業収益 100,500 907,180

受託事業収益

活 動 計 算 書 

(単位：円)

科　　目 金　　額

521,000受取入会金
賛助会員受取会費 10,000

Ⅰ 経常収益
受取会費

　　　　　　　　　　　　　　2019年 4月 1日～2020年 3月31日

46,000

正会員受取会費 465,000

4,360,421

87,295

　　経常収益計

受取助成金等
受取助成金 67,837

受取寄付金
受取寄付金 400,000 400,000

事業収益

事業費

受取補助金

個別活動事業収益（テキスト代）

外注費

2,761,576その他経費計

研修費

減価償却費 439,381

福利厚生費 0

（2）その他経費

食材費

広報活動費

（1）人件費

花王（株）、花王ハートポケットクラブ

手賀沼流域フォーラム（田植え、かかし祭り、稲刈り）

花ハス募金15,460円、ミカンオーナー10,000円

31,406
461,109

90,183

1,666,000

798,404

132,362
132,362

249,000

1,733,837
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1.

2.

1.

2.

1.

2.

1.

2.

7,542,687

当期正味財産増減額 1,207,509
正味財産合計 6,936,687
負債及び正味財産合計

固定負債 0
606,000

負債合計 606,000

前期繰越正味財産
Ⅲ 正味財産の部

固定負債合計 0

5,729,178

流動負債合計

流動負債
Ⅱ 負債の部

前受金 606,000

951,252
資産合計 7,542,687

機械器具 951,252
固定資産合計

　 　　　　　有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。

　　　　貸 借 対 照 表

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 資産の部
流動資産
現金預金 5,749,435

流動資産合計 6,591,435
固定資産

　　　財 産 目 録

財務諸表の注記
　　　　1．重要な会計方針：財務諸表の作成は、NPO法人会計基準によっています。
　  　　（1）固定資産の減価償却の方法

現金預金

(単位：円)

科　　目　・　摘　　要 金　　額

Ⅰ 資産の部

現金 0
千葉銀行（普通） 3,357,867
千葉銀行（定期） 1,000,000

流動資産

固定資産

ゆうちょ銀行 271,457
農協（普通） 110,111
農協（出資金） 1,010,000

有形固定資産
　機械器具
　　管理機 1
　　ハンマーナイフモア（3台） 834,584

流動資産合計 6,591,435

流動負債

固定資産合計 951,252
資産合計 7,542,687

固定負債合計 0
負債合計 606,000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020年　3月31日現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020年　3月31日現在

　　　　未収金 842,000

　　コンバイン 116,667

　　未収金 842,000

正味財産 6,936,687

固定負債

  　前受金（会費・受講料） 606,000
流動負債合計 606,000

Ⅱ 負債の部

－7－
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村山 正
テキストボックス

村山 正
テキストボックス

村山 正
テキストボックス
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